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1. 初めに 

地下の地質構造を探る手法としては、地震波探査、重力探査、電磁気探査などの物理探査とと

もに、ボーリングデータを利用して地質学的（層序学的）に解析する手法がある。特に、実際のサ

ンプル（コア、カッティングス等）が得られた坑井は、そのサンプルの化学分析、微化石分析等の

詳細な解析から、地下の層序・地質年代、地質構造等を明らかにする上で、非常に有益な「地質

情報」を提供してくれるものと位置づけられる。 

さて、坑井は、天然ガス・石油開発、温泉掘削、地下水採取、地下水位観測など様々な目的で

掘削されている。ただし、資源に関係している坑井では、資源評価と関係することもあるためか、

地質学的な解析を経た論文・報告書といった形では公開されないことも多い。また、論文や報告書

として出版・公開されたものであっても、それを網羅的にリスト化したものは意外と少ない。 

これに対して、道路工事等の土木工事目的で掘削されたボーリングのデータについては、例え

ば”KuniJiban”（http://www.kunijiban.pwri.go.jp/jp/；2020 年 10 月 28 日確認）のような形でデータ

ベース化され、利用されているものもある。しかしながら、建築、土木などの地盤調査（数十 m 程

度）のためのボーリングに比べて、天然ガス・石油開発、温泉掘削、地下水採取等の坑井は、はる

かに深い深度（100 m 程度～2,000 m）までの掘削が行われることがあり、これらの坑井のデータ

は、地下深部の地質情報を検討する上では非常に重要なものといえる。 

筆者は、関東地方の天然ガスの分布について調査し、その特性をまとめた燃料資源図「関東地

方」(佐脇ほか, 2015)を公表したが、これをまとめる過程で、関東地方一都六県の様々な坑井デー

タが掲載されている多数の論文・報告書を収集し、網羅的な坑井一覧表としてまとめた。本稿は、

この坑井一覧表を紹介するもので、筆者としては、今後様々な目的での利用、特に網羅的・総合

的な坑井地質データベースの構築を行うための基礎資料となることを祈念している。  

 

2. 関東地方の坑井データの一覧表 

これまで、このような形で網羅的にまとめられた関東地方の坑井データの一覧表としては、林ほ

か(2008)が代表的なものとして挙げられる。これは、関東平野地下の先新第三系の基盤構造を解

明するのに必要な地質情報を整理するために取りまとめられたものである。これに先立つものとし

ては、石井(1962)、福田ほか(1974)、鈴木(2002)などがあり、これらは林ほか(2008)の一覧表を取

りまとめる基となっていると考えられる。そのほか、都県あるいは政令指定都市レベルの自治体が

編纂したボーリング図面集もある。 

本稿で示す一覧表（表 1）は、様々な論文・論文にて公表されている、天然ガス井、温泉井、地

下水観測井、標準ボーリングなどの坑井データのうち、林ほか(2008)に掲載されているものを除い

た、様々な坑井・ボーリングの論文・報告書情報を網羅的に示したものである。目安としては、深

度 200 m 以上の坑井を中心に一覧表化している。ただし、深度が浅くとも、層序標準ボーリングの

ような非常に精度の高いボーリングデータや、大深度の坑井・ボーリングデータの論文・報告書に

並んで掲載されていた、関連する浅い坑井・ボーリングについても、大深度のものと対比するうえ

で今後の研究上重要な意味を持つ可能性があるため、なるべく埋もれさせることなく、一覧表に加

えた。 

各坑井には、201 番から始まる通番をつけ、坑井名、文献に記されている坑井の掘削住所、緯
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度・経度、坑口標高、堀止め深度（地表からの掘削深度表記、及び標高表記）を記した（表 1）。ま

た、引用元である文献は本文に付属する文献一覧の形ではなく、表内の「文献」欄に各々記すこと

とした。これは、この一覧表を見た時に、別ページの文献をいちいち確認せずとも、すぐに対応す

る文献が確認できるようにという、読者の利便性のことを考えたためである。 

ここで、各坑井の位置データ（緯度・経度）については、文献にある地図、緯度・経度情報、住所

情報などから Google Map にて確認し、Google Map 上の緯度・経度および坑口の標高を入力して

いる。古い文献では、旧測地系で緯度・経度が表記されている場合もあるので、必ず現在の地図

や Google Map と対照して、統一的な位置情報にするようにした。ただし、文献によっては、地図や

住所情報が全く記されていない場合や、記されていたとしても市町村の住居表示変更や平成の大

合併により掘削当時とは住所表記が全く変わってしまった場合も多々存在するため、その場合

は、正確な位置が不明であることを備考欄に記すようにした。さらには、文献内でその位置情報が

さらにあいまいで、おおよその場所すら不明の場合もあり、これらについては一覧表には掲載する

ものの、通番は付けないこととした。 

 

3. 終わりに 

 冒頭に記したとおり、本資料は、将来的な坑井地質データベース構築の基礎資料とすることを念

頭に置いている。関東平野においては、今後も温泉や天然ガスなどの坑井掘削が引き続き実施さ

れるものと考えるが、そのようなデータも継続的に取り込めるようなシステムを構築していきたいと

考えている。 

 なお、本稿を利用される場合には、必ず元論文・報告書を参照し、データの質の確からしさを確

認していただきたい。また、著者は、本稿の利用に関して生ずる一切の損害についての責任を負

わないものとする。 
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